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高齢期の在宅生活を支える住まいのあり方の研究

高齢者、そしてその家族が安心して暮らし続けられる住環境

＝“終の住処”の検討

テーマ

目的

市民の皆さまが末永く三鷹エリアで暮らし続けられる住環境の提案



Copyright（C） 2025 MISAWA HOMES CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.

このトイレ、

変なところは

まったくありません

中間報告 三鷹市内福祉用具事業者さまへの取材結果

『福祉用具を設置する』という視点から新築時に備えられる工夫を検討

⇒福祉用具事業者さまから、福祉用具設置“あるある” をお伺いしました。
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福祉用具を活用して住み続ける
逆算してカタチを考える

身体の状態に合わせて、選び、設置する

ご自身の身体が今後どうなるのか分かる人はいません

本協働研究では、予測不可能な身体の変化に対応できる『福祉用具』に着目

成長のステージに応じた
ニーズ変化に対応する空間デザイン

新築時に
福祉用具設置を

想定

家族の形態の変化に応じたニーズに
対応する空間デザイン

健康寿命をのばし、豊かな老後を
支える多彩な住環境
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「新築時の備え＋福祉用具」で、住み続けられる住環境を

ミサワホームの知見を活用して、三鷹市版「終の住処」に関する協働研究を進めます。

「ミサワウエルネスPLAN」
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「こんな工夫している」

住宅メーカーへのヒントも交えつつ･･･

お聞きできた内容からいくつかを、ご紹介

中間報告 三鷹市内福祉用具事業者さまへの取材結果

『福祉用具を設置する』という視点から新築時に備えられる工夫を検討

⇒福祉用具事業者さまから、福祉用具設置“あるある” をお伺いしました

「こんな苦労話」「家づくりに対して思うこと」
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高齢期の住まいについて、ガイドラインで情報提供されている（2019年）

ガイドラインはおおまかな指針

国交省ガイドライン

→「具体的に何をどのように計画するとよいか」をこの取組みで
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コンセントは多めにあるとよい
電動ベッド等、電源が必要な機器への対応
延長コード、つまづきのリスク

寝室

住宅メーカーへのヒント
コンセント通常は対角箇所

寝室（になる室）
コンセントを多く配置

４隅だとベッドレイアウトが色々
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出入りの形式 引き戸で横から出入りが理想

⇒始めから横向きで入る
⇒あとあと変えやすい計画

住宅メーカーへのヒント

トイレ１

180度

90度

開け閉めの動作が大きい

体の回転が
多い

体の回転が
少ない

開け閉めの動作が小さい
横向きでの
出入りも可能に

（たとえば下図のような）

外しやすい壁
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トイレ２

トイレまでの移動が無理ならポータブルもあり。
※仕切りや匂いへの配慮があるとよい。

⇒カーテン等をつけやすく
⇒喚起経路・風通しの計画

住宅メーカーへのヒント

ポータブルトイレ
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手すりを足したいが、紙巻き器や窓が邪魔になることも

住宅メーカーへのヒント

トイレ３

いざというときに備えた
壁面計画
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入口が開き戸でない（折れ戸の改修が多い）

「こんなつくりだと安心」

まっすぐ整形の浴槽は、後付けのまたぎ手すり設置に適する

シャワーチェアを置いて横に人が立てる広さ

脱衣室と段差がない

浴室

またぎ手すり
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台所・食堂

車いすや歩行器には回遊性

住宅メーカーへのヒント

電子レンジを食堂側に配置する希望も多い

生活の中心になることも多い。動線や使いやすさに配慮を
（手すりの設置、歩行器での配膳･･･）

食堂側にも電源（延長コードでなく）

立ち座りしやすい家具選び（ひじ掛け椅子等）
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IHは安全
ただし、慣れが必要なので、早めに導入がおススメ。

冷蔵庫の開け閉めで転倒する方も。突っ張り手すりを設置可能なレイアウトが安心。

吊戸棚は手が届かなくなっていく

収納の高さにも配慮を（吊戸棚等、上部は手がとどかなくなる）

台所
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安全でスムーズな移動のために

よく使いそうな動線 ⇒ 短く、回転少なく、がポイント

開き戸よりは引き戸（体の移動や回転が少ない）

住宅メーカーへのヒント全体１

たとえば 寝室 ⇔ トイレ

１階で生活が完結する（２階に上がらない生活）
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天井材や照明器具が突っ張り手すりに向かないことも

手すり設置を想定した器具配置、材料選定

フローリングは器具が安定しやすい
ただし、滑りやすさ・冷たさには注意必要

置き型手すり

全体２

照明が邪魔になったり 木目天井が柔らかかったり

住宅メーカーへのヒント

器具が安定しやすい床仕上げ

住宅メーカーへのヒント
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玄関だけでない、別の方法もあると安心

たとえば居間の出入り窓からデッキとスロープで、等

外出ルート

複数ルートを確保できる配置や間取り計画

住宅メーカーへのヒント
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その他（抜粋）

居間・和室 ・手すりの設置を考える際、フローリングが最も設置しやすい
・勾配天井や吹き抜けは突っ張り手すりの設置が難しい
・和室は畳の目に沿って滑りやすい

玄関 ・手すりやスロープの設置、靴の着脱スペースの確保
・車椅子利用者のための動線や交換スペースも考慮

廊下 ・幅を広くすることで車椅子移動などに対応
・手を付けるために狭い方が良いという意見も
・利便性を考えると廊下自体をなくす設計も選択肢

窓 ・開閉しやすい高さや位置に設置、換気や採光を考慮
・防犯面にも配慮を

建具 ・引き戸は操作性が良く、安心
・開き勝手変更や取り外しも選択肢

収納・クローゼット ・室内空間を圧迫しない折れ戸タイプなどが望ましい
・押し入れは奥行きがあり手前だけ使われているケースが多い

給排水 ・使いやすい位置に設置、メンテナンスのしやすさに配慮

電気・ガス ・分電盤などは高い位置にあると操作しづらい

家事の視点 ・洗濯物は外干し希望が多く、干し方や出入り動作への工夫が必要
・要介護者はヘルパーの屋内干しがメイン、日当たりの良い部屋や乾燥機
・ゴミ出しは玄関先まで

聞き取り内容をさらに整理・まとめ
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聞き取り内容をさらに整理・まとめ
↓

「こんな住まいだと理想的？」仮説の姿を描く
↓

ケアマネージャーさん等専門職の方々へのアンケート
↓

さらにブラシュアップ
↓

「高齢期になっても住み続けられる住まい」理想の姿

まだ道なかば…

持家の方、賃貸の方にも参考にしていただけるような
具体的なモデルを提案をめざす

今後の取組予定



ご清聴ありがとうございました


